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騰馨糠繋一
月

号

年
頭
に
あ
れ
っ
て

全
日
本
仏
教
会

理
事
長
　
太

　
昭
和
三
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

深
い
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
全
国
同
信
の
各
位
に
対
し
て
心

か
ら
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
会
が
財
団
法
人
と
し
て
の
認
可
を

受
け
ま
し
て
以
来
ニ
ケ
年
に
亘
っ
て
、

不
肖
私
が
事
務
総
長
の
職
を
け
が
し
な

が
ら
、
各
位
の
御
指
導
と
御
支
援
に
よ

っ
て
大
過
な
く
そ
の
任
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
咋
年
九
月

の
役
員
改
選
に
際
し
ま
し
て
は
図
ら
ず

も
理
事
長
の
大
任
を
仰
ぜ
っ
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才

の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幸
に
し
て
各

位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
ま
す
れ

ば
と
期
待
い
た
し
ま
し
て
お
引
受
け
し

た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
倍
旧
の
御

絶
海
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
年
頭
に
あ
た

っ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
が
昨
秋
、
仏
都
に
結
集
し

た
矛
七
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
各

宗
派
、
地
域
仏
教
会
、
諸
団
体
代
表
等

八
百
旧
名
に
及
ぶ
参
加
者
を
え
て
非
常

な
盛
会
を
極
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
全

一
的
な
仏
教
運
動
に
対
す
る
一
般
的
関

心
の
た
か
ま
り
と
し
て
大
き
く
評
価
さ

ご
る
べ
き
と
＼
考
え
ら
れ
ま
す
。
勿
論

　
田
　
淳
　
昭

仏
陀
の
慈
光
に

こ
の
こ
と
は
直
ち
に
全
一
仏
教
運
動
の

現
状
肯
定
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

く
、
か
え
っ
て
、
ま
す
ま
す
充
実
し

た
強
力
な
運
動
た
ら
し
む
べ
し
、
と
の

叱
陀
激
励
で
あ
り
、
ま
た
現
状
批
判
で

も
あ
り
ま
し
よ
う
。
私
は
こ
の
大
会
決

議
と
尊
い
御
意
見
を
尊
重
し
、
着
実
な

る
実
践
へ
の
道
を
進
み
た
い
と
念
願
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
大
会
に
お
い
て
は
、
多
種
多
様

な
提
案
が
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
協

議
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
主

要
な
問
題
点
は
、

　
才
一
に
教
化
の
問
題
が
非
常
に
重
視

　
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
教
化
は

　
仏
教
運
動
の
い
の
ち
で
あ
り
、
こ
れ

　
な
く
し
て
は
す
べ
て
の
仏
教
運
動
が

　
成
り
立
た
な
い
と
い
う
深
い
認
識

　
を
私
は
大
会
全
体
を
通
じ
て
感
じ
と

　
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
大
会

　
宣
言
に
も
あ
る
通
り
、
現
在
世
界
各

　
国
に
共
通
に
起
っ
て
い
る
青
少
年
不

　
良
化
問
題
等
に
正
面
か
ら
取
り
組
む

　
こ
と
は
仏
教
徒
に
と
っ
て
避
け
え
な

　
い
課
題
と
言
つ
べ
き
で
あ
り
ま
し
よ

　
う
。

　
三
二
に
従
前
の
大
会
で
も
主
張
さ
れ

　
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
全
一
仏
教

　
運
動
推
進
の
基
盤
と
し
て
の
地
域
組

　
織
（
地
区
仏
教
会
、
地
区
仏
工
、
仏

　
青
等
）
強
化
の
重
要
性
に
関
す
る
認

　
識
が
一
層
深
め
ら
れ
て
強
調
さ
れ
た

　
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
更
に
会
社
、
工

　
場
、
等
の
職
域
的
仏
教
グ
ル
ー
プ
の

　
組
織
化
が
提
案
さ
れ
る
な
ど
注
目
す

　
べ
き
こ
と
＼
考
え
ま
す
。

　
探
韻
に
政
治
や
社
会
の
藷
問
題
に
対

　
し
て
仏
教
徒
は
無
関
心
た
る
べ
き
で

　
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た

　
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
従
来
や
＼
も
す

　
る
と
仏
教
徒
の
働
き
を
心
の
世
界
の

　
こ
と
に
限
定
し
世
情
に
暗
く
な
り
が

　
ち
で
あ
っ
た
わ
れ
わ
れ
が
、
今
や
、

　
「
社
会
の
要
請
に
正
し
く
こ
た
え
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
立
場
を

　
は
っ
き
り
と
確
認
し
、
仏
教
徒
の
主

　
体
的
実
践
へ
の
決
意
を
固
め
た
こ
と

　
は
、
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
申
さ
ね

　
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
の
自
覚
と

　
確
認
の
上
に
、

　
矛
四
に
仏
教
徒
の
国
際
的
親
善
交
流

　
を
益
々
促
進
し
、
平
和
世
界
招
来
へ

　
の
精
進
を
誓
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま

　
す
。本
会
で
は
こ
の
よ
う
な
大
会
の
主
旨

を
く
み
あ
げ
て
更
に
運
動
を
推
進
す
べ

く
、
今
回
各
種
委
員
会
を
A
［
理
的
に
改

組
し
、
新
た
な
専
門
委
員
の
も
と
に
具

体
的
な
実
践
へ
の
方
途
を
講
ず
る
準
備

を
進
あ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
幸
に
し
て

事
務
総
長
次
下
の
人
事
も
確
定
し
、
新

た
な
陣
容
の
も
と
に
新
し
い
年
へ
の
オ

一
歩
を
印
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
や
世
界
の
二
大
陣
営
に
よ
る
対
立

抗
争
の
冷
戦
も
、
米
ソ
両
首
脳
相
互
訪

問
の
実
現
を
契
機
と
し
て
所
謂
「
雪
解

け
」
を
迎
え
よ
う
と
し
、
対
立
と
緊
張

が
緩
和
さ
れ
て
人
々
の
上
に
平
和
へ
の

希
望
が
見
え
は
じ
め
て
お
り
ま
す
が
、

わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
更
に
強
く
仏
陀
の

正
法
を
も
つ
て
全
人
類
へ
の
光
明
た
ら

し
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
わ
が
国
人
口
の
大
多
数
を

占
め
る
全
仏
教
徒
が
固
く
結
集
し
て
、

世
界
各
国
仏
教
徒
と
提
携
を
つ
よ
め
内

に
お
い
て
は
平
和
憲
法
の
も
と
に
社
会

の
浄
化
、
国
土
の
荘
厳
に
立
ち
あ
が
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
確
信
い
た
し
ま

す
。　
今
年
秋
に
は
オ
六
回
世
界
仏
教
徒
会

議
も
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

私
は
全
国
の
同
信
各
位
が
、
仏
教
徒

に
与
え
ら
れ
た
歴
史
的
使
命
を
は
っ
き

り
と
把
握
さ
れ
、
そ
の
達
成
の
た
め
の

協
力
を
惜
し
ま
れ
な
い
よ
う
心
か
ら
期

待
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
加
盟
各
団
体
の
御
隆
昌
を
念

じ
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

財
団
法
人

　
　
　
全
日
本
仏
教
会

常理〃〃副総
門事　会
事長　　長長

太宰鴇岸大

田野　　谷

淳清昌信光

昭郎清宏暢

　
佐
々
木
泰
翁

　
重
　
永
　
潜

　
望
月
　
出
面

　
千
々
和
宝
天

　
平
林
宥
高

　
長
岡
慶
信

　
常
光
　
浩
然

理
　
　
事

　
中
村
　
貞
元

　
寺
　
西
　
玄

　
津
田
　
実
雄

　
岡
野
　
正
道

　
蒲
　
池
　
繁

　
安
藤
　
寿
雄

　
増
永
　
霊
温

感
　
　
事

　
塚
原
　
徳
応

　
藤
　
川
　
博

　
　
事
務
総
長

　
　
総
務
局
長

　
　
組
織
局
長

　
　
国
際
局
長

　
　
総
務
部
長

　
　
組
織
部
長

　
　
国
際
部
長

関
西
事
務
局

　
　
事
務
総
長

　
　
総
務
部
長

　
　
組
織
部
長

　
　
国
際
部
長

宮
谷
　
法
含

有
馬
清
雄

小
林
　
大
巖

竹
村
　
教
智

神
田
　
尚
順

木
全
　
大
孝

山
　
本
　
杉

熊
谷
　
老
君

阿
部
　
慶
昭

森
　
宗
　
抹

心
山
　
義
繁

倉
持
　
秀
峰

三
原
　
信
一

摩
尼
　
清
之

吉
水
　
選
書
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中
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俊
英

林
　
　
英
信
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二
千
万
人
置
仏
教
徒
に
改
宗

　
　
　
　
　
イ
ン
ド
で
教
化
蓮
動
盛
ん

　
　
．
．
・
・
次
期
世
界
会
議
は
ガ
ン
ポ
ジ
ヤ
で
…

　
最
近
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
二
千
万
に
の
ぼ
る
人
々
が
仏
教
に
改
宗
し
て

運
動
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
今
般
世
界
仏
教
徒

連
盟
会
長
ビ
ル
マ
の
ウ
・
チ
ャ
ン
・
ト
ン
氏
よ
り
大
要
左
の
よ
う
な
書
信

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
　
矛
七
回
世
界
仏
教
徒
会
議
は
カ
ン
ポ

　
’
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
に
お
い
て
来
年

　
宋
に
開
催
の
予
定
で
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

　
首
相
シ
ヤ
ヌ
ー
ク
殿
下
は
本
件
に
つ
い

　
て
心
か
ら
同
意
し
て
を
り
、
私
は
目
下

　
プ
ノ
ン
．
ペ
ン
市
の
ビ
ル
マ
大
使
館
を
通

　
じ
て
そ
の
交
渉
に
当
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
次
に
矛
五
回
タ
イ
国
大
会
以
後
に
お

　
け
る
世
界
仏
教
徒
連
盟
本
部
の
活
動
に

　
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
昨
年
一
月
、
私

　
は
新
仏
教
徒
運
動
の
幹
部
連
と
の
会
談

　
の
た
め
イ
ン
ド
へ
渡
り
、
ニ
ユ
ー
デ
リ

　
一
で
プ
ラ
サ
ド
大
統
領
及
び
ネ
ー
ル
首

相
に
会
い
、
新
仏
教
徒
運
動
に
対
す
る

協
力
を
求
め
、
両
氏
か
ら
援
助
と
努
力

を
惜
し
ま
ぬ
旨
の
確
約
を
得
ま
し
た
。

’
ま
た
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
幹
部
と
も
会
い
、

仏
教
と
の
関
係
が
き
わ
め
て
円
滑
に
い

　
つ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
イ
ン
ド
人
口
の
約
四
分
の
一
に

当
た
る
六
千
万
は
ハ
リ
ヂ
ヤ
ン
で
す

が
、
そ
の
内
二
千
万
に
の
ぼ
る
人
々
が

仏
教
徒
と
な
り
ま
し
た
。
ボ
ン
ベ
イ
州

だ
け
で
も
、
約
予
五
百
万
人
を
数
え
て

を
り
ま
す
。
ア
ン
ベ
デ
カ
ー
博
士
が
逝

去
さ
れ
な
け
れ
ば
全
ハ
リ
ヂ
ヤ
ン
は
仏

教
に
帰
依
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
の
世
界
会
議
に
お
い
て
我

々
は
次
の
四
点
に
つ
き
同
意
し
ま
し

た
。

　
（
一
）
ヒ
ン
ズ
ー
語
等
の
印
度
語
に
よ

っ
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
刊
行
す
る
資
金

と
資
料
を
用
意
す
る
こ
と
。

　
（
二
）
在
俗
の
仏
教
布
教
家
を
養
成
す

る
機
関
を
ナ
ル
シ
ク
（
イ
ン
ド
）
に
設

立
す
る
こ
と
。
ナ
ル
シ
ク
の
仏
教
会
は

既
に
「
ア
ン
ベ
デ
カ
i
・
ナ
ガ
」
と
い

う
モ
デ
ル
村
を
建
設
し
、
其
処
に
寺
院

と
集
会
場
と
附
属
建
物
を
完
成
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
此
処
へ
養
成
機
関
を
設

け
、
志
望
者
に
約
六
ケ
月
間
（
一
ケ
月

五
十
ル
ピ
ー
）
の
仏
教
原
理
、
実
践
の

正
し
い
指
導
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
講
師
は
ビ
ル
マ
か
ら
送
り
ま
す
。

此
等
（
一
）
（
二
）
に
つ
い
て
の
総
計
費
に

つ
い
て
は
W
F
B
各
国
支
部
に
協
力
を

求
め
ま
す
。

（
三
）
私
は
各
国
仏
教
支
部
の
若
人

が
、
ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
及
び
タ
イ
に

お
い
て
三
年
乃
至
五
年
間
修
行
す
る
こ

と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
彼
等
は
そ
こ

で
、
仏
教
経
典
を
学
び
、
夫
々
の
仏
教

団
体
へ
帰
り
正
し
い
教
育
指
導
を
す
る

の
で
す
。
我
々
は
年
に
十
人
か
ら
三
十

人
の
教
師
を
配
属
す
べ
く
準
備
中
で

す
。
（
四
）
前
述
の
新
仏
教
徒
運
動
を
調
整

し
監
督
す
る
た
め
に
寺
院
を
設
立
し
、

布
教
僧
の
住
居
と
す
る
と
と
も
に
、
一

般
教
育
と
宗
教
教
育
の
場
に
し
ょ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
ヒ
ン
ズ
ー

教
の
神
々
と
同
じ
く
仏
像
も
安
置
す
べ

き
と
存
じ
ま
す
。
私
は
既
に
ビ
ル
マ
に

お
い
て
仏
像
の
蒐
集
を
し
て
を
り
ま

す
。
何
卒
我
々
の
こ
の
運
動
に
御
協
力
下
さ

い
。
最
後
に
貴
会
の
今
後
の
御
発
展
を

祈
り
ま
す
。

東
京
都
港
区
芝
新
堀
町
三
六

曹
洞
宗
宗
務
早

島
　
　
長

参
　
　
議

同宗
務
総
長

庶
務
部
長

財
務
部
長

教
育
部
長

教
化
部
長

秘
書
課
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山水欝欝申佐川来高
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義劔義東貞泰千道朧

道城天全元翁峰二二

真
宗
大
谷
派

宗
務
総
長

参参参参参

坦務時務双

盤寺経岡水管
内西本崎谷墓
門　壬好慧法
恵玄寅進定含

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

宗
務
総
長

総総総総

務面諭務

湯壷阿後朝
川馬部藤倉
汝珊珊澄暁
劫雄昭心瑞

京
都
　
東
山

総
本
山
知
恩
院

執
事
長
千
々
和
宝
引

盲
バ
言
口
心
爪

智
山
派
宗
務
庁

管
　
　
長

宗
務
総
長

教
務
部
長

財
務
部
長

松
平
実
亮

竹
村
無
智

高
橋
照
空

上
野
頼
栄

真
言
宗

豊
山
派
宗
務
所

管
　
　
長

宗
務
総
長

庶
務
部
長

教
学
部
長

財
務
部
長

鴇
　
　
昌
清

平
林
宥
高

小
野
塚
潤
澄

川
田
．
聖
見

久
保
埜
太
清

真
宗
高
田
派

宗
務
総
長
野
山
　
信
曉

総総

務
多
羅
尾
光
照

務
徳
照
　
大
宝

聖
徳
宗
管
長

法
隆
寺
住
職

佐
伯
良
謙

華
　
厳
　
宗

大
本
山
東
大
寺

奈
良
市
雑
司
町
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｝
　
　
　
↑

ア
ジ
ア
善
隣
蓮
動
本
部
が

ビ
ル
マ
へ
友
好
の
大
仏
像

　
　
　
　
　
捧
持
代
表
に
太
田
理
事
長

　
ビ
ル
マ
日
本
両
国
民
の
仏
教
に
よ
る

永
遠
の
友
好
と
親
善
の
意
図
に
よ
り
ア

ジ
ア
善
隣
国
民
運
動
中
央
本
部
（
会
長

足
立
正
氏
）
が
約
八
ケ
月
を
要
し
て
製

作
し
た
ビ
ル
マ
国
民
へ
贈
呈
す
る
大
仏

像
（
製
作
者
香
取
正
彦
東
京
芸
大
教

授
）
の
闘
眼
式
は
絶
好
の
天
候
に
恵
ま

れ
十
二
月
十
二
日
午
前
十
時
半
よ
り
、

鎌
倉
長
谷
大
仏
（
高
徳
院
）
前
に
お
い

て
厳
か
に
開
催
さ
れ
た
。

　
式
場
に
は
四
仏
、
ア
ジ
ア
善
隣
運
動

本
部
、
ア
ジ
ア
協
会
、
日
緬
協
会
、
神

奈
川
県
仏
そ
の
他
約
五
百
名
が
集
ま
り

曹
泄
宗
大
本
山
総
持
寺
貴
主
孤
峰
智
燦

師
か
大
導
帥
と
な
っ
て
式
が
始
め
ら

れ
、
足
立
会
長
、
ア
ジ
ア
協
会
、
日
緬

協
会
、
重
永
全
仏
常
務
理
享
、
駐
日
ビ

ル
マ
大
使
か
夫
々
仏
前
に
花
束
を
捧
げ

た
あ
と
、
ウ
・
ト
ン
・
シ
エ
ン
駐
日
大

使
が
立
っ
て
「
両
国
尚
の
永
這
の
親

善
、
友
虹
の
た
め
ま
こ
と
に
慶
ば
し

い
」
と
挨
拶
、
引
続
き
世
界
か
ら
の
祝

辞
か
あ
っ
て
式
を
終
え
た
。
こ
の
仏
像

は
鎌
倉
長
谷
の
大
仏
を
模
造
し
た
も
の

で
、
高
さ
｝
米
八
五
セ
ン
チ
、
重
さ
約

三
百
七
十
五
キ
ロ
、
ブ
ロ
ン
ズ
製
、
金

箔
塗
の
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
仏
像
は

十
二
月
十
七
日
オ
ラ
ン
ダ
航
空
機
に
よ

っ
て
｝
足
先
き
に
ラ
ン
グ
ー
ン
に
運
ば

れ
、
後
発
の
「
仏
像
贈
呈
代
表
団
」
の

手
か
ら
ビ
ル
マ
仏
教
会
へ
渡
さ
れ
、
ラ

ン
グ
ー
ン
、
ピ
ー
ス
パ
ゴ
ダ
中
央
に
安

置
さ
れ
る
。

　
仏
像
贈
呈
代
表
団
は
来
年
一
月
十
日

前
後
空
路
訪
緬
の
予
定
で
あ
る
が
、
今

般
、
団
長
三
木
行
治
氏
（
岡
山
県
知
事
）

全
国
知
事
会
代
表
吉
田
実
氏
（
冨
山
県

知
事
（
仏
教
会
代
表
太
田
淳
昭
師
（
四
仏

理
事
長
）
製
作
者
香
取
正
彦
氏
（
東
京

芸
大
教
授
）
及
び
事
務
局
佐
藤
氏
の
五

代
表
が
き
ま
っ
た
。

　
な
お
仏
教
会
代
表
は
初
め
全
仏
会
長

大
谷
光
暢
帥
（
東
本
願
寺
法
主
）
に
話

が
あ
っ
た
が
法
務
多
繁
で
行
け
ず
、
同

会
長
の
希
望
も
あ
っ
て
副
会
長
鴇
昌
清

師
（
豊
山
派
管
長
）
に
出
席
を
求
め
ら

れ
一
応
は
内
諾
を
得
て
い
た
が
、
御
身

体
の
都
合
で
出
席
が
不
可
能
と
な
っ
た

の
で
、
こ
と
急
を
要
す
る
関
係
上
太
田

理
事
長
が
代
表
と
し
て
急
に
派
遣
さ
れ

る
こ
と
に
決
っ
た
も
の
で
あ
る
。

2
周
簿
嚢

薮
響
養
　
繍

　
　
　
　
　
り

・
懸
鎌
ビ

曜
『
・
¢
の
霊
勘
藍
ξ
，
量
｝
匙
4
鵬
コ
8
、
◎
、
醒
冒
身
を
鳳
墨
書
，
覧
8
■
’
、
o
亀
　

、
’
ロ
7
、
f
∂
8
●
｛
8
累
翻
、
8
、
∂
、
「
穐
。
、
8
邑
7
，
曝
塵
雪
’
“
∂
巳
・
も
，
く
多
，
f
3
偶
■
¢
8
己

ロ
ン
ド
ン
仏
撤
会
へ

　
　
直
和
観
音
像

　
全
日
仏
国
際
局
で
は
、
か
ね
て
か
ら

ロ
ン
ド
ン
仏
教
会
々
員
ラ
ル
フ
J
・
ム

ン
ロ
ゥ
氏
よ
り
観
世
音
菩
薩
像
の
寄
贈

方
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
が
、
此
の
程
名

古
屋
の
国
際
平
和
観
音
讃
仰
会
（
会
長

古
川
為
三
郎
氏
）
に
連
絡
の
上
協
力
方

を
求
め
た
。
讃
仰
会
で
は
近
々
平
和
観

音
像
（
ブ
ロ
ン
ズ
製
）
一
三
を
鋳
造
し
、

国
際
親
善
、
仏
教
興
隆
の
意
味
を
以
っ

て
、
全
日
仏
を
通
じ
て
ロ
ン
ド
ン
仏
教

会
へ
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

イ
ン
ド
遺
骨
送
還
陳
情
書

ネ
シ
や
集
ま
る

　
概
報
の
通
り
イ
ン
ド
ネ
シ
や
国
ジ
ャ

カ
ル
タ
の
旧
日
本
軍
将
士
軍
属
の
遺
骨

送
還
に
つ
い
て
は
其
後
も
着
々
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
が
、
遺

家
族
よ
り
約
二
十
数
通
の
陳
情
書
が
と

い
た
の
で
全
日
仏
で
は
近
々
内
外
関
係

筋
へ
送
付
の
上
強
力
に
ア
ッ
ピ
ー
ル
す

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

謹
賀
新
年

昭
和
三
十
五
年
元
巳

臨
済
宗
妙
心
寺
派

宗
本
務
所

法
華
宗
（
本
門
流
）

　
　
　
宗
　
務
　
院

東
京
都
台
東
区
谷
中
坂
町
八
○

　
　
　
電
話
（
8
2
）
四
二
ニ
ニ
番

真
言
宗
大
覚
寺
派
管
長

大
本
山
　
大
覚
寺
門
跡

嵯
峨
御
所
華
道
総
裁

大
僧
正
草
繋
全
宜

真
言
宗
宗
務
所

帆
・
r
照
降
長
長

、
　
　
審
務
長

ゆ
、
　
　
二
礎

亀
谷
．
宥
、
英

佐
伯
厚
仁

本
門
仏
和
宗

講
有
梶
本
日
白

金
龍
山
浅
草
寺

貫
首大
僧
正
清
水
谷
恭
順

京
都
市
左
京
区
聖
護
院
中
町

聖
護
院
門
跡

修
験
宗
本
庁

滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町

真
宗
木
辺
派
宗
務
所

宗
務
長
仲
井
義
－
無
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姉
教
舗
役
員
総
会
開
く

千
葉
県
仏
で

　
今
春
発
足
以
来
、
着
々
と
組
織
の
整

備
と
強
化
を
は
か
っ
て
き
た
千
葉
二
仏

教
会
で
は
、
去
る
十
二
月
十
七
日
午
前

十
時
置
り
成
田
市
、
新
勝
寺
信
徒
会
館

に
お
い
て
市
郡
仏
教
会
役
員
総
会
を
開

催
し
た
。

’
当
日
は
四
十
名
に
及
ぶ
県
下
市
二
仏

教
会
役
員
が
出
席
し
、
溶
断
組
織
へ
の

関
心
の
た
か
ま
り
を
示
し
た
。

　
会
議
は
、
森
田
彦
英
師
（
千
葉
市
仏
）

の
司
会
に
よ
り
勝
田
光
一
師
（
野
田
市

仏
）
の
開
会
の
辞
で
始
め
ら
れ
、
二
仏

会
長
で
あ
る
成
田
山
主
（
代
理
神
崎
事

務
局
長
）
の
挨
拶
、
石
川
四
仏
国
際
局

長
、
長
岡
東
京
仏
教
団
理
事
長
、
倉
本

県
学
事
課
長
の
祝
辞
激
励
を
う
け
た
の

ち
、
大
久
保
滋
暢
師
を
座
長
に
推
し
て

協
議
に
入
り
、
熊
野
理
事
長
よ
り
左
記

の
各
事
項
に
つ
い
て
提
案
報
告
し
て
討

議
を
行
い
、
一
三
組
織
一
層
の
強
化
に

向
っ
て
遭
進
ず
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

て
閉
会
し
、
座
を
改
め
て
懇
親
会
を
開

き
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
午
後
四

時
散
会
し
た
。

σD

n
方
仏
教
会
の
組
織
強
化
に
つ
い
て

②
宗
教
法
人
名
簿
作
製
に
つ
い
て

㈲
未
組
織
地
区
仏
教
会
開
発
に
つ
い
て

㈲
本
会
経
理
の
整
備
に
つ
い
て

⑤
略
袈
裟
、
バ
ッ
チ
制
定
に
つ
い
て

⑥
明
年
度
運
営
方
針
に
つ
い
て

の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
及
び
全
国
地
方

　
仏
教
会
代
表
者
会
議
そ
の
他
の
報
告

世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル

　
　
本
国
へ
傳
達

　
在
日
大
公
使
館
か
ら
回
答

　
四
仏
で
は
矛
七
回
仏
教
徒
会
議
の
決

議
に
基
き
「
世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
を

国
連
を
は
じ
め
、
在
日
各
国
大
公
使
館

W
F
B
世
界
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ル
マ
）
な

ど
へ
送
付
し
た
が
、
今
回
左
の
在
日
大

公
使
館
よ
り
、
　
「
矛
七
回
全
日
本
仏
教

徒
会
議
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
世
界
平

和
ア
ピ
ー
ル
日
英
両
文
を
受
取
り
ま
し

た
。
ア
ピ
ー
ル
は
日
本
仏
教
徒
の
総
意

と
し
て
御
要
請
ど
お
り
、
本
国
政
府
へ

伝
達
い
た
し
ま
す
」
旨
の
書
簡
が
七
十

へ
と
ど
い
た
。

　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ヤ

イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ヤ
、
カ
ナ
ダ
、
セ
イ
ロ
ン
、

ニ
ユ
ー
ジ
ラ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
メ

キ
シ
コ
以
上
十
一
大
公
使
館
。

　
　
　
　
　
（
十
二
月
十
五
日
現
在
）

全
国
仏
教
学
生
英
語

　
　
　
　
　
弁
論
大
会

　
　
－
大
正
大
学
で
開
催
－
1
－

　
例
年
の
通
り
行
わ
れ
る
全
国
仏
教
学

生
英
語
弁
論
大
会
は
駒
沢
大
学
に
お
け

る
予
選
に
ひ
き
つ
づ
き
、
去
る
十
一
月

十
四
日
午
後
一
時
よ
り
国
際
仏
教
研
究

所
主
催
、
全
日
仏
な
ど
の
後
援
の
も
と

に
東
京
巣
鴨
の
大
正
大
学
講
堂
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　
先
づ
前
年
度
入
賞
者
よ
り
ト
ロ
フ
ィ

ー
の
返
還
、
続
い
て
増
永
霊
鳳
氏
の
開

会
の
辞
、
国
際
仏
教
研
究
所
長
那
須
政

隆
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
つ
い
で
全
日
仏

会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
石
川
国
際
局
長
が

朗
読
し
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
っ
た
。
参
加

十
一
校
、
廿
五
名
の
学
生
に
よ
る
熱
烈

御本・山御用達
・仏壇仏具製作販費

・
殖
「の辻町通運

京都市鳥丸通東本願寺前
・電’書舌5－1256番・　振．替京都1127番

な
る
弁
論
が
つ
づ
き
午
後
六
時
頃
終
っ

た
が
、
ジ
ョ
ン
・
プ
リ
ン
タ
リ
ー
教
授

友
松
円
諦
氏
ら
の
厳
重
な
る
審
査
の
結

果
、
左
記
の
五
氏
が
入
賞
栄
あ
る
ト
ロ

フ
ィ
ー
を
獲
得
し
た
。
一
位
（
全
日
仏

杯
）
芦
塚
英
子
（
関
西
学
院
大
学
）
、

二
位
小
山
弘
子
（
京
都
女
子
大
学
）
、

三
位
岡
田
安
弘
（
神
戸
医
科
大
学
）
、

四
位
大
岩
卓
立
（
大
谷
大
学
）
、
五
位

一
島
正
男
（
大
正
大
学
）

　
な
お
村
野
宣
忠
言
の
閉
会
の
辞
の
あ
”

と
、
本
館
一
階
で
歓
迎
テ
ィ
ー
パ
ー
テ

ィ
が
あ
り
、
審
査
員
な
ど
か
ら
夫
々
歩
一

励
が
あ
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て

午
後
七
時
過
ぎ
散
会
し
た
。

神
奈
川
県
仏
理
事
会

　
神
奈
川
県
仏
教
会
で
は
、
去
る
十
二

月
十
三
日
歳
晩
の
理
事
会
を
開
催
し
て

種
々
協
議
を
行
っ
た
。
全
篇
か
ら
は
吉

井
部
長
が
出
席
し
て
、
全
仏
の
近
況
を

報
告
し
、
特
に
墓
地
問
題
等
に
つ
い
て

詳
細
な
説
明
を
行
っ
た
。

滋
賀
県
大
津
市
園
城
寺
番
外
地

天
台
寺
門
宗

　
　
宗
　
務
　
本
　
所

　
　
宗
務
総
長
中
村
鍵
寿

鎌
倉
建
　
長
　
寺

管
　
長
　
宮
田
東
現

京
都
市
下
京
区
鳥
丸
松
原
上
東
入

京
都
府
仏
教
会

下
事
長
心
山
義
繁

静
岡
県
仏
教
会
長

静
岡
県
宗
教
連
盟
委
員
長

木
　
全
，
大
　
孝

　　　神
“副会奈
　会　川
　長長県
吉峯福仏
、　、教
　　恥くA永

　　　三智乾町

承雅賢

金
沢
市
横
安
江
町

　
　
大
谷
派
金
沢
教
務
所
内

石
川
県
仏
教
連
合
会

　
　
会
　
長
　
星
谷
慶
縁

財
団
法
人

　
曹
洞
宗
檀
信
徒
宗
門
護
持
会
会
長

滲
議
院
議
員
小
柳
牧
衛

東
京
仏
教
団

理
事
長

常
務
理
事

同同同月
務
局
長

激動島西類

本野　山岡
俊純三景慶

道義税文信

千
葉
県
仏
教
会

会
　
長
荒
木
照
定

理
事
長
　
熊
野
龍
夫

千
葉
市
吾
妻
町
二
丁
目

　
　
光
　
明
寺
　
中

電
話
千
葉
②
四
二
七
八

盛
岡
市
材
木
町

　
　
　
永
祥
院

内

岩
手
縣

　
　
仏
教
会
連
盟

電
話
四
六
八
四
番

参
議
院
議
員

世
界
連
邦
建
設
同
盟
副
会
長

赤
松
　
常
子

千
代
田
区
永
田
町
参
議
院
会
館

一　　「一臣噺　一罪7♂、　一　　　　　一　　　　一7
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京
都
市
下
京
区
間
ノ
町
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
枳
殼
邸
内
　
　
　
大
谷
螢
潤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
I
　
－
　
1
　
．
　
一

ヤ
ン
グ
イ
ー
ス
ト
社
会
　
長
　
長
井
真
琴
専
務
理
事
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台
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一
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議
院
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員
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
　
　
山
　
　
本
　
　
杉
　
　
千
代
田
区
永
田
町
参
議
院
会
館

東
京
都
中
央
区
築
地
三
ノ
一
　
　
　
　
　
　
　
（
本
願
寺
内
）
鶏
仏
教
徒
文
化
　
　
　
　
　
交
流
協
．
会
　
　
理
事
長
　
小
谷
徳
水

国
際
仏
教
伝
道
会
（
略
称
K
B
D
）
　
　
月
刊
『
東
光
』
発
行
　
　
代
表
者
桜
井
悪
言
宗
教
活
動
研
究
会
（
略
称
宗
碍
）
「
泉
教
法
人
実
務
必
携
」
刊
行
　
　
　
　
　
　
　
東
京
中
野
局
区
内
　
　
　
　
　
　
　
鷲
宮
一
ノ
ニ
六
八

～
一
～
～
～
一
～

宗
教
法
人
国
母
会
　
主
幹
田
中
香
浦
　
東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
四
ノ
十
三
　
　
　
　
　
　
電
話
（
6
5
）
○
〇
一
九
番

近
代
仏
教
研
究
会
　
　
　
壬
　
生
　
照
　
順
　
　
東
京
都
台
東
区
永
住
町
＝
二
六

膜轍

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
　
　
　
　
東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
三
十
・
　
　
　
　
　
　
電
話
（
6
4
）
九
三
六
三
番
一

喪
中
欠
礼
東
京
都
渋
谷
区
宇
田
川
町
一
九
　
　
　
　
木
　
山
　
＋
　
彰
、
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一
、
特
有
墓
地
の
宗
教
性

　
故
人
の
遺
体
遺
骨
を
手
厚
く
埋
葬
す

る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
良
風
美
俗
の
一

つ
で
あ
り
、
仏
教
信
仰
と
結
び
つ
い
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
埋
葬
の
場
所
は

種
々
あ
る
が
、
今
は
菩
提
寺
の
寺
有
墓

地
を
使
う
場
合
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。
寺
井
墓
地
使
用
の
矛
一
条
件

は
、
そ
の
寺
院
の
檀
家
と
な
り
、
そ
の

寺
院
の
宗
旨
を
信
奉
す
る
こ
と
で
あ

る
。
従
っ
て
そ
の
寺
院
の
宗
旨
に
基
づ

く
法
要
儀
式
に
よ
っ
て
精
霊
の
た
め
の

回
向
な
り
報
謝
な
り
を
行
う
こ
と
が
、

墓
地
使
用
者
即
ち
檀
家
の
つ
と
め
と
な

る
。　
最
近
一
般
に
新
興
教
団
と
い
わ
れ
る

宗
教
団
体
に
加
わ
る
も
の
が
急
激
に
増

加
し
た
た
め
に
墓
地
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
出
て
来
た
。
彼
等
は
年
豆
墓
地
使

用
を
永
代
借
地
権
に
よ
る
使
用
と
解
釈

し
寺
院
と
寺
檀
関
係
を
破
棄
し
た
後

も
、
そ
の
寺
院
の
所
有
す
る
墓
地
の
使

用
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
地

方
公
共
自
治
体
等
の
寺
院
に
非
る
も
の

が
所
有
し
管
理
し
て
い
る
墓
地
の
使
用

に
は
宗
教
条
件
を
伴
な
わ
な
い
の
で
、
ト

そ
れ
と
混
同
し
た
議
論
で
あ
る
。
信
教

は
自
由
な
の
だ
か
ら
、
挙
る
人
が
従
来

使
用
し
て
い
た
墓
地
の
所
有
者
で
あ
る

寺
院
の
宗
教
と
異
な
っ
た
宗
教
を
信
じ

る
こ
と
も
、
そ
の
寺
院
の
営
む
追
善
回

向
や
報
謝
を
ば
信
仰
の
異
な
り
を
理
由

と
し
て
拒
否
す
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。
此

の
揚
合
が
離
檀
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
の
人
が
そ
の
寺
院
所
有
の
墓
地
を
使

用
す
る
こ
と
は
離
檀
を
契
機
と
し
て
で

き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

使
用
し
て
い
た
墓
地
を
寺
院
に
返
還

し
、
自
由
に
他
に
墓
地
を
求
め
れ
ば
い

い
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
長
年
に

亘
り
遵
守
さ
れ
て
い
る
寺
有
繋
地
使
用

の
実
情
で
あ
っ
て
、
創
価
学
会
の
信
奉

し
て
い
る
日
蓮
正
宗
の
寺
院
も
こ
ろ
な

っ
て
い
「
る
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
町
民
地

は
そ
の
寺
院
の
宗
旨
に
基
ず
い
て
凹
面

さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
宗
旨
を

信
じ
な
い
も
の
は
当
然
に
使
用
出
央
な

い
。
更
に
宗
教
感
情
か
ら
い
っ
て
も
、

例
え
ば
蒸
着
信
者
が
朝
な
夕
な
に
念
仏

の
声
の
響
き
お
た
る
浄
土
門
寺
院
の
墓

地
を
使
用
す
る
こ
と
や
浄
雲
門
を
信
奉

す
る
多
く
の
信
者
が
法
華
信
者
み
町
所

を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
は
、
寺
院
に

と
っ
て
も
檀
家
に
と
っ
て
も
堪
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
事
態
の
推
移
如

何
に
よ
っ
て
は
集
団
的
な
三
寸
騒
ぎ
の

起
き
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
総
有
墓
地
を
単
に
賃
借
関

係
の
面
か
ら
だ
け
で
使
用
出
来
る
と
す

る
と
、
、
た
と
え
ば
真
言
宗
寺
院
の
寺
有

墓
地
内
に
妙
法
題
目
の
太
鼓
が
響
い
た

り
、
日
蓮
正
宗
の
寺
庄
墓
地
内
に
基
督

教
の
十
宇
架
が
林
立
し
た
り
す
る
よ
う

な
こ
と
が
起
っ
て
来
る
。
こ
う
し
た
宗

教
感
情
を
害
す
る
事
態
の
発
生
を
三
三

に
防
止
出
来
て
い
る
の
は
、
寺
有
墓
地

の
宗
教
性
を
す
べ
て
の
人
が
認
め
あ
う

こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

二
、
現
行
法
と
の
関
係

　
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
二
，

三
、
五
、
三
一
法
律
矛
四
八
号
）
矛
十

三
条
に
は

　
「
墓
地
納
骨
堂
の
管
誉
者
は
埋
葬
埋

蔵
収
蔵
の
求
め
を
受
け
た
と
き
は
、
正

当
の
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
ん
で

は
な
ら
な
い
」

　
と
規
定
し
て
あ
る
。
此
処
に
い
う

「
正
当
の
理
由
」
の
中
に
、
寺
蟹
隈
地

使
用
の
宗
教
性
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否

か
の
問
題
に
関
し
、
昭
和
二
十
四
年
八

月
二
十
二
日
厚
生
省
公
衆
衛
生
局
長
よ

り
萸
京
都
衛
生
局
長
に
あ
て
た
回
答
が

あ
り
、
そ
れ
に
は

　
「
そ
の
菓
地
ま
た
は
納
骨
堂
に
お
い

て
総
立
へ
か
ら
異
…
教
徒
の
埋
収
蔵
を
最
扱

っ
て
い
な
い
場
合
で
、
そ
の
仏
教
宗
派

の
宗
教
的
感
情
ウ
著
し
ぐ
害
う
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
に
は
法
律
矛
十
三
条
の
正

当
な
る
理
由
が
あ
る
と
し
て
拒
ん
で
も

差
支
え
な
い
」

　
「
宗
教
上
の
感
情
を
重
ん
じ
た
従
来

か
ら
の
慣
習
を
著
し
く
無
視
す
る
よ
う

な
こ
と
は
適
当
で
な
い
」

　
と
書
い
て
あ
る
。

　
法
律
と
所
管
管
庁
の
解
釈
と
に
よ
っ

て
寺
有
墓
地
の
宗
教
性
が
電
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
は
元

来
、
法
律
制
定
以
前
に
存
在
し
て
い
る

わ
が
国
の
社
会
秩
序
よ
り
し
て
当
然
に

こ
う
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
な
く
し
て
は
社
会
は
混
乱
に

陥
っ
て
し
ま
う
。

　
書
替
墓
地
の
所
有
者
で
あ
り
管
理
者

で
あ
る
寺
院
住
職
が
、
異
な
っ
た
信
仰

を
持
つ
に
い
た
っ
た
檀
家
を
離
檀
又
は

破
門
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
手
続
を
現

行
法
を
中
心
と
し
て
考
え
る
と
、
先
づ

離
檀
通
告
を
行
な
い
、
そ
れ
に
今
後
は

寺
有
墓
地
の
使
用
の
で
き
な
い
こ
と
、

使
用
し
て
い
た
墓
地
を
返
還
す
べ
き

こ
と
、
墳
墓
を
撤
去
し
改
葬
す
べ
き
等

を
記
載
す
る
。
こ
の
こ
と
は
仏
教
一
宗

に
お
こ
て
僧
俗
共
に
認
あ
且
つ
実
行
し

て
い
た
古
来
か
ら
の
不
文
律
の
定
則
で

あ
る
が
、
問
題
が
瀕
発
し
て
い
る
現
状

か
ら
み
る
と
予
あ
寺
有
墓
地
便
用
規
定

を
作
っ
た
り
、
冷
温
の
宗
典
や
寺
院
規

則
に
明
記
し
た
り
、
入
緬
．
尊
約
書
を
取

っ
た
り
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
口
頭

に
せ
よ
文
書
に
せ
よ
、
離
槽
通
告
し
た

の
ち
に
、
信
仰
を
ひ
る
が
え
す
こ
と
な

く
、
執
拗
に
押
釦
を
依
頼
に
来
た
ら
、

断
然
こ
れ
を
拒
絶
す
る
の
は
勿
論
だ

が
、
注
意
す
べ
き
は
潜
熱
区
長
町
村
長

発
行
の
埋
（
改
）
葬
許
可
証
を
受
理
し
な

い
こ
と
で
あ
る
。
右
の
許
可
証
に
は
埋

（
改
）
葬
の
場
所
が
記
入
し
て
あ
る
の

で
、
墓
地
管
理
者
は
そ
れ
に
拘
束
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
記
入
は
申
請

人
の
申
請
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
目
地
管
理
者
の
関
知
し
な
い

と
こ
ろ
だ
か
ら
、
少
し
も
拘
束
さ
れ
て

は
い
な
い
。
如
何
な
る
場
合
に
お
い
て

も
、
埋
（
改
）
葬
許
可
証
を
管
理
人
が

受
理
し
た
い
以
前
に
は
何
人
も
埋
（
改
）

葬
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
強
行
す
れ
ば
刑
法
矛
百
八

十
九
条
の
「
墳
墓
を
発
掘
し
た
る
者
は

二
年
以
下
の
三
役
に
処
す
」
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
る
。

　
現
行
法
か
ら
み
て
、
寺
有
墓
地
の
宗

教
性
は
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、
寺
有
墓
地
と
寺
有
に
非
る
墓
地
と

の
使
用
を
強
い
て
混
同
す
る
者
が
出
て

来
た
た
め
に
、
各
地
に
お
い
て
寺
有
墓

地
を
め
ぐ
る
係
争
が
生
じ
、
栃
木
県
鶏

引
写
、
埼
玉
県
大
正
院
は
創
価
学
会
と

法
廷
で
争
う
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の

裁
判
が
寺
院
側
の
勝
訴
と
な
っ
て
判
決

例
が
出
れ
ば
、
問
題
は
一
挙
に
解
決
す

る
の
だ
か
ら
、
全
国
の
寺
院
は
、
こ
の

裁
判
を
自
己
の
寺
有
墓
地
の
宗
教
性
を

維
持
す
る
た
め
に
物
心
両
面
よ
り
応
援

す
べ
き
で
あ
る
。
　
（
自
門
国
際
局
長
）

中
山
玄
秀
大
僧
正
逝
去

　
天
台
宗
矛
二
百
五
十
世
座
主
、
斑
歴

寺
住
職
探
題
大
僧
正
中
山
玄
秀
師
（
八

○
才
）
は
か
ね
て
よ
り
静
養
中
の
と
こ

ろ
脳
出
血
の
た
め
太
虚
滋
賀
院
に
お
い

て
急
逝
さ
れ
た
。
太
葬
は
十
一
月
廿
九

日
征
歴
寺
讃
紘
常
で
冬
界
名
十
約
千
二

百
名
が
参
列
し
て
行
お
れ
た
。

中
根
環
堂
師
急
逝

　
鶴
見
女
子
単
晶
々
長
丘
根
環
堂
師
は

十
一
月
十
八
日
同
学
園
三
十
五
周
年
の

記
念
講
演
中
倒
れ
急
逝
さ
れ
た
卓
年
八

十
三
才
。
同
師
の
女
子
蜘
育
に
つ
く
さ

れ
た
功
績
は
ま
こ
と
に
大
な
る
も
の
が

あ
る
。
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と
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き
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◎
新
年
お
め
で
と
う
こ
ぎ
い
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。
◎
全
仏
で
も
新
し
い
財
務

局
熊
鼠
で
新
春
の
希
望
と
実
動
へ
の
意

欲
に
も
え
て
お
り
ま
す
。
Q
新
春
に
あ

た
り
本
通
信
編
集
に
つ
い
て
の
御
協
力

を
お
ね
が
い
し
て
お
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
。


